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１                              問題のページへ 

(1) 放物線 2
1 : xyC = ……①, aaxxyC 44: 2

2 +-= ……②に対して,  

①より, xy 2=¢ となり, 接点 ),( 2tt とおくと, 接線の方程式は,  

)(22 txtty -=- , 22 ttxy -= ………③ 

②③を連立して, 22 244 ttxaaxx -=+-  

04)2(2 22 =+++- taxtax ………④ 

放物線②と接線③が接することより, ④は重解をもち,  

0)4()2(4 22 =+-+= tataD , 02 =-+ aata  

a＞0から, 01 =-+ ta , at -=1 ………⑤ 

③に代入すると, 接線 lの方程式は,  
2)1()1(2 axay ---=  

(2) ④の重解は, ⑤より, aaatax +=-+=+= 1122  

また, ①と②の交点は, aaxxx 4422 +-= より, 1=x  

よって, 1C , 2C と lで囲まれた図形の面積 Sは,  
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［解 説］ 

よく見かける構図で, 過去に多数の大学で出題されてきた頻出問題です。 
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２                              問題のページへ 

(1) 条件より, OEAA =+-2 ……①に対して, EAA =- 2 となり,  

EAAEAEA =-=- )()(  

よって, Aは逆行列をもち, AEA -=-1 ……②である。 

(2) ハミルトン・ケーリーの定理より, OEbcadAdaA =-++- )()(2 ………③ 

①③より, OEbcadAda =--++-- )1()1( ………④ 

(i)  01 =+-- da のとき 

④より, 01 =--bcad となり, 1=+ da , 1=-bcad  

(ii) 01 ¹+-- da のとき 

④より, E
da
bcadA

1
1

-+
--= となり, 

1
1

-+
--=

da
bcadk とおくと, kEA = である。 

①に代入すると, OEkk =+- )1( 2 となり, 012 =+- kk  

ところが, 
2

31 ik ±= となり, 行列 Aの成分が実数であることに反する。 

(i)(ii)より, 1=+ da , 1=-bcad  

(3) ②より, ÷
ø

ö
ç
è

æ
--
--

=-

dc

ba
A

1

11 であり, 一方, 条件から ÷
ø

ö
ç
è

æ=-

db

ca
A 1 なので,  

aa =-1 ………⑤, cb =- ………⑥, dd =-1 ………⑦ 

⑤⑦より, 
2
1== da ………⑧ 

(2)から 1=-bcad なので, ⑥⑧を代入すると, 1
4
1 2 =+ b から, 

4
32 =b  

すると, b＞0より
2
3=b となり, ⑥から

2
3-=c であるので,  
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［解 説］ 

行列の方程式について, 参考書の例題に載っているような問題です。 
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３                              問題のページへ 

(1) 条件より, r＞0, 
22
pqp ＜＜- に対して, qcos0 ra = , rb =0 であり,  

2
11 -- += nn

n
baa , 1-= nnn bab  

すると, 帰納的に, 0＞na , 0＞nb である。 

さて, 
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よって, 
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1 q=
b
a , 

4
cos
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(2) 0以上の整数 nに対して, 
nn

n

b
a

2
cos q= であることを, 数学的帰納法で証明する。 

(i)  0=n のとき qcos0 ra = , rb =0 より, 
00

0

2
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b
a となり成り立つ。 

(ii) kn = のとき 
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cos q= が成り立つと仮定すると,  
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よって, 
11

1
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b
a q となり, 1+= kn のときも成立する。 

(i)(ii)より, n≧0において, 
nn
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b
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2
cos q= である。 

(3) (2)より, 
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nnn bb q なので, n≧1で,  

nnnn bb
2

cos
2

cos
2

cos
2

cos
2

cos
1220

qqqqq
--

××= L  

 
nnn

r
2

cos
2

cos
2

cos
2

cos
2

cos
122

qqqqq
--

××= L  

すると, 
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よって, n
n
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［解 説］ 

漸化式と極限についての問題です。解法の流れを読み取ることは難しくありません。
ただ, (3)で, 数列{ }nb の一般項を, 2倍角の公式を用いてまとめる部分は, 経験がもの

をいいます。 
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４                              問題のページへ 

(1) 1C , 2C を定数として, 11 )1( CetdtetedtteI tttt +-=-== òò  

2
2

2
2

1
22

2 )22()1(22 CettCetetIetdtetI ttttt ++-=+--=-== ò  

(2) 0≦x≦1に対して,  

òòò -+-=-= +---- 1
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さて, [ ]xxx ttxx xt IIedtetteedttte 021
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また, ut =- とおくと,  
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したがって, )( xf 42233 21 -+-+= -- xxee xx  

(3) (2)より, )( xf ¢ 2433 1 +-+-= -- xee xx , )( xf ¢¢ 433 1 -+= -- xx ee となり,  
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ここで, 8.107.244 =´＞e から, ( ) 0
2
1 ＜f ¢¢ である。 

よって, )( xf は
2
1=x で極大となる。 

 

［解 説］ 

(2)の積分を計算するうえで, (1)の誘導がかなり役に立ちます。また, (3)では, 増減

表は作成しにくいので, 第 2次導関数の値を利用しています。 
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５                              問題のページへ 

(1) n 回目に 1 本目の当たりくじが出るのは, 1 回目から 1-n 回目までは, はずれく

じ, n回目に当たりくじを引く場合より, その確率は,  
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なお, この式は 1=n , 102=n のときも成立する。 

(2) A が n 回目に 1 本目の当たりくじを引くのは, 13 += kn )330( ≦≦k のときよ

り, その確率は,  
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同様に, Bが n回目に 1本目の当たりくじを引くのは, 23 += kn )330( ≦≦k の

ときより, その確率は, 
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また, Cが n回目に 1本目の当たりくじを引く確率は,  
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［解 説］ 

確率の基本問題です。計算も予想よりは簡単でした。 

 


